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ある。 しか し,これ らは残置杭を有 しない杭基礎での検討である.
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2rg(r)=t/F(の・ど冴             (2)
t/8 :地盤震動の複素振幅
の  :円振動数
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てや :複素岡1性(複素数)








なラフ ト/杭/地盤を連成 した複素剛性マ トリックスが得られる。
図 1 解析法の概念図
[〃l=[〃′.1+[〃β]一[〃.ド?〕            (6)
[%]:ラフ トの質量マ トリックス (本論文では無質量とする)
[rTP]:杭の質量マ トリックス
[弘Cp卜杭体積分に相当する地盤の質量マ トリックス
[て「]:ラ フ トの岡J性マ トリックス
[る〕 :杭の岡J性マ トリックス













面動 t/pの比 υノ晩 として示す。なお,以降の図中に示される Abs,
























る直径 lmのス トレー トな場所打ちコンクリー ト杭を想定した。
3. 2  3D―FEMモどデル
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5 2 残置杭の本数 ・配置の影響
52.1 杭本数の影響







の 新設杭 ○ 残置杭
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図 13 杭の水平変位分布 (不均等配置・D。=20m)
動の回転軸が基礎中心を通るY軸からずれることになる,また,変
皆]を供景獄歓 晴 FFfttr:澄;駄富チ法君と々承樹橿奮孟  円
J特 |     °
る。図 16に式(8)で計算 した Z軸回りの回転角を示 した,特に,   ここで,略,!1はP,,弓の加振直交方向の変位,3Sは基礎の幅(=15m).
島=20mでは加振方向の基礎入力動が増大する力10.5Hzで大きくね
じれが生じており,このとき加振直交方向の振動 ″晩は加振方向の  6.まとめ
水平動 (lυt/晩円t/J/t/gl=0,90)に対 して020倍程度 相当する。ゆえ   本論文では既存の杭を地中に残置した場合の基礎入力動
への影響
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